
雪まるかじりツアー 
～とことん！！雪合戦コース～ 

1 月 4 日（金） ～ 1 月 6 日（日） 

IN 兵庫県立兎和野高原教育センター 

 午前 午後 夜 

１日目 施設に向け出発 レクリエーション 作戦会議 

２日目 公式雪合戦大会① 公式雪合戦大会② キャンドルファイア 

3 日目 片付け・ソリ滑り 施設を出発・解散  

 

一日目： 年末から降り続いた雪のおかげでなんとかキャンプまでに間に合いました。尼崎に

全体集合した後、バスに乗車し出発しました。街中から施設へ向かう道中、施設に近

づくにつれ、徐々に雪が見え始め、皆のテンションが上がり出しました。高速を降り

る頃には辺り一面雪景色となっており、楽しみな気持ちが表情に表れていました。施

設に到着すると、すぐに昼食を済ませました。昼食後はウェアの着方や雪遊びのルー

ルを確認し、銀世界へ向かいました。雪合戦の本番を二日目に控え、初日はコートづ

くりを行いました。コートをしっかり踏み固め、『シェルター』と呼ばれる壁を各グル

ープ作りました。周りから雪をかき集め、ひたすら壁を立てました。自然と声を掛け

合い、協力する様子が伺えました。なんとか時間内に作ることが出来、明日の本番を

楽しみにしておられました。施設に戻ると、職員さんから施設の使い方を聞きました。

そして、待ちに待った夕食です。食堂のメニューはとてもボリュームがあり大満足で

した。夕食後は、雪合戦のルールを確認するために屋内で実際に行いました。初めは

次々とボールが飛んでくる状況に怖気づいていましたが、慣れてくると徐々に前に出

始め、試合運びが面白くなってきました。作戦会議では様々な意見が飛び出し、それ

を実践しようと試みる姿が伺えました。 

 

二日目： 朝から元気な声が聞こえてきました。起床後の服装はすでにウェアを着用されてお

り、やる気が十分感じられました。朝食を済ませ、準備を終えるとコートへ向かいま

した。昨晩の屋内雪合戦からイメージし、自分達が作ったシェルターをより強く、厚

く補強しました。コートの準備も整い、ついに雪合戦開幕です！！各グループ、作戦

を考えており、元気な声が飛び交いました。友達の名前も積極的に呼び、上手に連携

が取れている様子が伺えました。試合後の作戦会議は回数を重ねるごとに真剣さが見

られました。昼食を済ませ、午後からは「道具」を使用して、後半戦を行いました。

道具の良し悪しをみんなで話し合い、何を使うか考え決めました。後半戦はより一進

一退の攻防が繰り広げられました。話し合いにも熱が入り、作戦に対して午前中より

も声が出ていました。気が付けば結果よりも一緒に楽しんだメンバーと健闘を讃え合

うほどステキな関係が築けていました。夜のプログラムは予定を変更し、かまくらナ

イトにお邪魔しました。かまくらメンバーが作った大きくて、素晴らしい作品に一同

感動しておられました。そして、かまくらメンバーと一緒にお餅やマシュマロを一緒

にいただきました。 
 

三日目： 昨日からの疲れもあり、どの部屋も静かで、ぐっすりと寝ておられました。朝食を

済ませるとお世話になった施設の清掃を行いました。部屋を元通りにし、トイレや洗

面所、廊下などをキレイにしました。また、備品の運搬などの手伝いも行いました。

掃除が終わると、かまくらの解体のお手伝いに向かいました。どれも頑丈に作られて

いるので、スコップを突き刺したり、上から踏んだりしてかまくらメンバーと協力し

ながら解体を楽しみました。解体が終わるとお待ちかねの『ソリ滑り』です。高いと

ころから一気に滑り降りる事が初めは難しそうでしたが、徐々に慣れ始めると上手に

バランスをとり、こけずに進む事が出来ました。昼食後、雪合戦の結果を振り返りま

した。勝ち負け問わず、お互いの結果を評価し、意見を述べあう姿にキャンプを通し

て学ばれた事があったのだと、素直に感じました。そして、とうとう施設を出発する

時間がやってきました。「もっと雪合戦したかったー！！」と嬉しい声を聴くことが出

来ました。帰りのバスではゆっくり休まれている方、友達と談笑され楽しまれている

方、DVDを観て過ごされている方など、それぞれの時間を過ごされていました。 

 

＜キャンプ総括＞ 

 

雪合戦コースは公式ルールの本格的な雪合戦を行いました。みんな深く積もった雪が嬉しくて外に出る

とすぐに雪遊びを始め、楽しそうでした。2日目の雪合戦では、試合が終わる度に作戦を確認し合ったり、

作戦を立て直したりと真剣に試合に取り組む姿が見られました。午前中負け越していたグループが友達の

名前を覚え、呼ぶことから始めると、一気にグループの雰囲気が変わり、初勝利を納めた時にはとても感

動しました。名前を呼んで声を掛け合うだけでこうも試合の流れが変わるのかと驚きました。「負けても

楽しい！」という声を聞いて、スポーツの醍醐味を感じ、没頭できたのではないかなと思いました。3日

目のソリ滑りでは、ルールを守り、安全に楽しんでいるようでした。長い距離を上手く滑るコツを教え合

う姿を見て、雪合戦チームとしての絆が強く感じられました。      （椋梨 萌加） 


